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（1）事業の目的

・北海道縦貫自動車道は、函館市を起点とし、室蘭市、札幌市、旭川市、士別市、名寄市等を経由して稚
内市に至る延長約６８１ｋｍの高速自動車国道。

・士別剣淵～名寄は、高速ネットワークの拡充による道北圏と道央圏の連絡機能の強化を図り、地域間
交流の活性化及び物流の効率化等の支援を目的とした延長２４．０ｋｍの事業。

■位置図 ■事業概要図
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1.事業の概要



（2）計画の概要 （3）経緯

①起点 ‥‥北海道士別市南町東

終点 ‥‥北海道名寄市字豊栄

②計画延長‥‥24.0ｋｍ

③幅員 ‥‥12.0ｍ

④構造規格‥‥1種2級

⑤設計速度‥‥100ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥暫定2車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

し べ つ

な よ ろ

平成 3年度 整備計画
（士別市～名寄市間）

平成 5年度 施行命令
（士別市～名寄市間）

平成15年度 「抜本的見直し区間」の設定
（士別市～名寄市）

平成15年度 整備計画の施行主体の変更
（新直轄方式に切替（士別市～名寄市））

平成17年度 「抜本的見直し区間」について、
「緊急に整備すべき区間」を設定
（士別剣淵～士別市多寄町）

平成19年度 用地補償着手
工事着手

平成20年度 事業再評価
平成23年度 事業再評価
平成26年度 事業再評価
平成26年度 整備計画変更

（士別市多寄町～名寄市の事業再開）
平成29年度 事業再評価
令和 3年度 事業進捗率75％

■横断図

ほっかいどう

みなみまちひがしほっかいどう

ほうえい
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1.事業の概要

※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（令和3年3月末時点）

（単位：ｍ）（暫定２車線）



平成18年3月［名寄市］
名寄市と風連町が合併

（歌登町）

（旧枝幸町）

（風連町）
（旧士別市）

（朝日町）

枝幸町

（旧名寄市）

平成18年3月［枝幸町］
枝幸町と歌登町が合併

平成17年9月［士別市］
士別市と朝日町が合併

名寄市

士別市

士別剣淵～名寄

L=24.0km

（1）事業を巡る社会情勢等の変化

名寄美深道路
平成9年１１月名寄ＩＣ～名寄北ＩＣ開通
平成15年 ３月名寄北ＩＣ～智恵文南入口開通
平成18年11月 智恵文南入口～智恵文ＩＣ開通

平成22年 ３月智恵文ＩＣ～美深ＩＣ開通
平成25年 ３月 美深ＩＣ～美深北ＩＣ開通

写真：旭川開発建設部
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北海道縦貫自動車道
平成15年10月 和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ開通
令和元年 9月 和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ間

暫定2車線区間における4車
線化の優先整備区間に選定

2.事業の必要性等

写真：稚内開発建設部

豊富バイパス
平成16年11月
豊富サロベツＩＣ～豊富北ＩＣ開通

幌富バイパス
平成22年３月
幌延ＩＣ～豊富サロベツＩＣ開通

写真：稚内開発建設部
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2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果

○救急搬送の安定性向上
・搬送時間短縮、安定走行による患者負担軽減の観点から当該道路の整備が期待される。

○水産品の流通利便性向上
・速達性、定時性確保による流通利便性や労働時間管理の観点から当該道路の整備が期待される。

○農産品の流通利便性向上
・速達性、定時性確保による流通利便性や生産力向上の観点から当該道路の整備が期待される。

○道路交通の安全性向上
・大型車等の広域交通と生活交通の分担が図られることで交通事故が減少し、道路交通の安全性向

上が期待される。

○観光地への利便性向上
・当該道路の整備によって高速ネットワークの連続性が高まり、広域観光の活性化が期待される。



旭川市

55件

札幌市

5件

士別市

7件

その他

287件

（2）事業の整備効果（救急搬送の安定性向上）

稚内地区
5件

南宗谷地区
16件

上川北部地区
45件

出典：稚内地区消防事務組合、南宗谷消防
組合、上川北部消防事務組合、北留
萌消防組合の各消防本部ヒアリング

旭川赤十字病院
旭川医科大学病院等

67件が札幌・
旭川方面へ搬送

札幌方面へ

■地域の声 （R2 .9 消防署職員）
・稚内市から名寄市への搬送時間は、通常でも約２時間を要します。旭川市へは国道40号や高速道路を利用
しても約４時間を要するため、搬送時間の短縮が課題となっています。

・また、 士別市街地は、交差点での加減速、路面の段差による振動などによる患者負担の軽減、交差点での
一般車両の入り込みなどの危険への配慮など、細心の注意を払い走行するため時間がかかっています。

・速達性及び安全性が高く、搬送患者への負担が少ない士別剣淵～名寄の早期整備に期待します。 7

2.事業の必要性等

【上川北部・宗谷管内の管外救急搬送先内訳（R1年）】

道北圏の高次救急
医療を旭川と連携

補完

・令和元年の宗谷管内等を含む名寄以北の地域における管外救急搬送件数のうち、約２割が札幌や旭
川の高次医療施設へ搬送している状況。

・道北地域の第三次医療圏は、四国４県と同等の面積を有するものの、救命救急センター数は四国の1/4
と限られており、救急搬送の速達性及び走行安定性の確保が課題。

・搬送時間短縮、安定走行による患者負担軽減の観点から当該道路の整備が期待される。

名寄市立総合病院

管外搬送件数
354件

札幌・旭川
方面67件

出典：上川北部消防事務組合消防本部ヒアリング

北留萌地区
（幌延町・天塩町）

1件

【当該路線を利用する管外救急搬送状況（R1年）】

救急救命センター
２市（3箇所）

6,230k㎡/箇所

１８，６９１ｋｍ２

１８，８０３ｋｍ２

道北の3次救
急医療施設の
医療圏は、四
国4県と同等

出典：R2全国都道
府県市区町
村別面積調

（国土地理院）、
日本救急医学会資（R1.4）

四国４県と道北との面積比較

救急救命センター
4県（12箇所）

1,567k㎡/箇所

※図中の地区分類は
消防署の管轄に準
ずる。

※宗谷管内：稚内地区、南宗谷地区、
北留萌地区（幌延町・天塩町）

出典：稚内地区消防事務組合、南宗谷消防組合、上川北部
消防事務組合、北留萌消防組合の各消防本部ヒアリング

【名寄市～旭川赤十字病院間の所要時間の変化】

３分
短縮

４分
短縮

※現状：H22～H30救急搬送実績平均 夏期73分:62.4km/h 冬期78分:58.4km/h

※整備後：夏期 士別剣淵～名寄区間外 53.6km÷62.4km/h＋士別剣淵～名寄 24km÷80.0km/h=70分
冬期 士別剣淵～名寄区間外 53.6km÷58.4km/h＋士別剣淵～名寄 24km÷74.2km/h=74分



（2）事業の整備効果（水産品の流通利便性向上）

・宗谷管内は、ホタテ貝の漁獲量が全国の約５割、毛ガニの漁獲量は全道の約５割を占めるなど、水産
業が盛んな生産空間であり、道内・道外を始めホタテ貝の一部は海外へも出荷。

・稚内と旭川の輸送距離は約250km、札幌や苫小牧への輸送は300kmを超える状況から、速達性、定時
性確保が課題。

・速達性、定時性確保による流通利便性や労働時間管理の観点から当該道路の整備が期待される。

2.事業の必要性等

猿払村

浜頓別町

枝幸町

稚内市

出典：水産物輸送業者ヒアリング

輸送品目：ほたて（玉冷）、毛がに、
かれい類、さけ、たこ他

輸送元：漁協（枝幸、頓別、猿払）、
他加工業者約20～25社

【宗谷管内のホタテ漁獲量割合】

出典：海面漁業生産統計（農林水産省：H30）

146.7千ｔ
全国の
約５割

【宗谷管内の毛ガニ漁獲量割合】

出典：北海道水産現勢（北海道：R1）

【宗谷管内からの水産品の輸送状況】

輸送品目：水産物他
輸送元：管内漁協、加工業者

※稚内市～旭川市間 約250km

■地域の声 （R3.1 水産品輸送会社職員）
・毛がに等魚介類を札幌市場まで運ぶ際、枝幸町を２０時に出発

し、旭川市場を経由して、札幌市場のセリに間に合うよう、市場
には遅くても５時までに着くように運ばなければなりません。

・しかし、枝幸町から札幌までは長距離であり、途中市街地など
では信号交差点が多いため輸送に大変時間がかかります。
そのため、年に何回かは札幌市場への到着が遅れそうになる
ことがあります。市場に延着すると、多額の賠償を荷主から請
求される場合もあるため、遅れることは絶対に許されません。

・高速道路である当該道路は、輸送時間の短縮はもとより、信号
交差点がなく一般道より安全性も高いため、早期の整備に期待
しています。
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551ｔ
全道の
約５割

毛がに
漁獲量
（全道）
1,156t

ホタテ
漁獲量
（全国）
304.8千t

道内の市場へ
苫小牧港から道外へ

【拡大図】

士別市

名寄市

士
別
剣
淵
IC

名
寄
IC

信号交差点
33箇所



（2）事業の整備効果（農産品の流通利便性向上）

・名寄市のアスパラガスの収穫量は全道２位、約５割は苫小牧港を経由して道外へ出荷されており、名
寄市及び美深町のかぼちゃは収穫量の約９割を道外へ出荷。

・これら地域の代表的な農産品は集出荷施設からトラックで搬出され、各販路にて道内外に出荷。特にア
スパラガスは収穫日の道外輸送が付加価値となるため、速達性、定時性確保が重要。

・速達性、定時性確保による流通利便性や生産力向上の観点から当該道路の整備が期待される。

アスパラ ガス（約351トﾝ／R1年）

出荷期間：4月上旬～7月上旬

全道収穫量ランキング
名寄市：全道 2位

道外へ

出典：出荷実態:JA北はるか、JA道北なよろヒアリング(R1)、全道収穫量ランキング:北海道野菜地図(R2.2版 発行：北海道農業協同組合中央会、ホクレン農業協同組合連合会) 

かぼちゃ（約9,111ﾄﾝ／R1年） 出荷期間：9月～11月
全道収穫量ランキング
名寄市：全道 3位
美深町：全道 4位

■地域の声 （R2.12 農協職員）
・アスパラガスは、鮮度が落ちやすいため、生産者が収穫し
選果場で真空予冷した後、その日のうちに選果場から道外
市場に向けて輸送しています。

・士別剣淵～名寄を利用することで、アスパラガスのように、
鮮度が落ちやすい作物をその日のうちに選果場から道外
輸送することで、鮮度保持と品質の低下による取引価格の
低下の防止、輸送の利便性向上が図られることから、早期
整備に期待します。
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札幌市
苫小牧港へ

2.事業の必要性等

【農産品の輸送状況】

フェリー：
アスパラガス
かぼちゃ JR：かぼちゃ

出荷量：
JA北はるか・JA道北
なよろの合計値

出荷量：JA北はるか・
JA道北なよろの合計値

■かぼちゃ（9月～11月）：出荷頻度
・10ｔトラック 7台/日
・20ｔトレーラー 12台/日

■アスパラガス（4月上旬～7月上旬）：出荷頻度
・ 4ｔトラック 2台/日
・10ｔトラック 1台/日

国道４０号並行現道区間
・信号交差点：３３か所 関東

58%
東海

14%

関西

15%

旭川市

13%

関東

46%

東海

3%

札幌市

19%

旭川市

27%

アスパラガス
出荷量
351ｔ

関西

5%

かぼちゃ
出荷量
9.1千ｔ

道外約9割

道外5割超

ＪＡ道北なよろ

ＪＡ北はるか

集荷対象市町村
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開通前

（H5～H8）

開通後

（H28～R1）

追突

15件

71.4%

正面衝突

3件

14.3%

右左折時

2件

9.5%

その他

1件

18.9%

18.9%

38.1%

81.1%
61.9%

0%

20%

40%

60%

全道国道

平均

並行区間

100%

（2）事業の整備効果（道路交通の安全性向上）

2.事業の必要性等

・当該事業に並行する現道の死傷事故は、平成28年以降21件発生した事故のうち追突が７割、大型
車関連の死傷事故割合が全国の約２倍と高く、事故による走行性低下及び安全性向上が課題。

・当該事業に隣接する名寄バイパスの開通前後の死傷事故件数を比較すると、約８割減少すること
が確認されており、当該道路の整備によって大型車等の広域交通と生活交通の分担が図られるこ
とで交通事故が減少し、道路交通の安全性向上が期待される。

写真：旭川開発建設部

出典：旭川開発建設部

多重追突事故

【死傷事故に占める大型車
の割合(H28～R1）】

出典：旭川開発建設部

約2.0倍

大型車の事故

【並行現道の事故類型別
事故発生割合（H28～R1年）】

H28～R1

死傷事
故件数
21件

追突が約7割死傷事故件数
（H28～R1年）

21件

【並行現道の死傷事故発生状況（H28～R1年）】

※並行現道区間：信号交差点 33箇所

並行現道区間

信号交差点での事故

■名寄バイパス（隣接供用区間）位置
【隣接区間及び当該区間における

死傷事故件数の変化】

約8割減

21 

0

10

20

30

開通前

（H5～H8）

開通後

（H28～R1）

10出典：旭川開発建設部

名寄バイパス
（隣接供用区間） 当該区間

2
14

高規格
並行現道

減少が
期待

（件） （件）

） （H28～R1）



19,464 19,096 19,628 19,761 19,036 
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（2）事業の整備効果（観光地への利便性向上）

■地域の声 （R2 .10 名寄市役所職員）
・当該道路の整備により、道央圏や旭川空港 からの移動
時間が短縮されれば、日帰り観光の増加や広域の観光
ツアーの立ち寄り等の増加が期待できます。

・近年、外国人観光客が増加傾向にあり、外国人観光ツ
アーにおいても、訪問地の一つとして名寄市が組み込ま
れることが期待されます。また、コロナ禍により入込客数
は大きく減少しており、市はコロナ後を見据えた取組み
を検討しており、当該道路は、観光業の復活や活性化に
大きな役割を果たすと考えています。 11

2.事業の必要性等

【宗谷圏・上川圏の主な観光地と周遊ルート】

【利尻礼文サロベツ
国立公園】

利尻島・礼文島入込客数：
約38万人(R1年度)

写真：旭川開発建設部

出典：観光庁ＨＰ、北海道観光入込客数調査報告書
旭川開発建設部、旭川市

所要時間（旭川空港～名寄市間）
【現状】

時間（夏期）： 99分
（冬期）：110分

【士別剣淵～名寄整備後】
時間（夏期）： 87分（12分短縮）

（冬期）： 95分（15分短縮）

宗谷圏
観光入込客数

209万人
（R1年度）

上川圏
観光入込客数

1,904万人
（R1年度）

【旭山動物園】
入込客数：約139万人(R1年度)

出典・写真：旭川市

※士別剣淵IC ～名寄IC間の旅行速度は、70.0km/h（夏期）、
65.0km/h（冬期）で算出。
70.0km/h×0.928（低減率）＝65.0km/h

※地域別に、冬期と夏期の平均旅行速度を算出し、高規格道路と
一般道路の低減率をそれぞれ算出した。

（プローブデータを基に、H29～R元年度の冬期12月～3月と夏期
4月～11月の旅行速度を比較して算出）

出典：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査

【宗谷総合振興局観光入込客数】

【上川総合振興局観光入込客数】

旭川空港

空港アクセスの向上により
周遊観光の利便性が向上

※H28.6 認定
※当該事業区間を利用する

夏ルートのみ掲載

・道北地域は、日本最北の国立公園「利尻礼文サロベツ国立公園」や「旭山動物園」等の主な観光地を周
遊する、観光庁の「広域観光周遊ルート」に認定されるなど、観光の取組が活性化。

・平成27年度から５年間の上川、宗谷管内の観光入込客数は、ほぼ横ばいで、発着地となる新千歳空港
や札幌市と道北地域との所要時間が、滞在時間や立ち寄り数増加の課題となっている状況。

・当該道路の整備によって高速ネットワークの連続性が高まり、広域観光の活性化が期待される。

1,889 1,874 1,938 1,828 
2,086 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1

（千人）

（年度）

観光入込客数
年平均 約192万人

観光入込客数
年平均 約1,940万人



（2）事業の整備効果（CO2排出量の削減）
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2.事業の必要性等

・CO2排出量は、整備なしでは、４，７２６，１９９ （ｔｰCO2/年）

・当該道路の整備により、 ４，７２３，８１６（ｔｰCO2/年）となり、整備されない場合に比べ、

２,３８３（ｔｰCO2/年）の削減が見込まれます。

■CO2排出量

※対象地域：上川総合振興局、留萌振興局、宗谷総合振興局
※令和12年将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6 ｔｰCO2/ｈａ・年として試算
出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』

※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算

CO2削減量

２,３８３ ｔｰCO2/年

森林換算

約２２５ｈａ

（札幌ドーム約４１個分に相当）



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更

13

2.事業の必要性等

全体事業費
H２９再評価 R３再評価 増減額

３３７億円 ３７３億円 ３６億円

事業期間
H２９再評価 R３再評価 増減年数

１９年 ２３年 ４年

・平成２９年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計等を見直した結果、以下の変更要因を
確認し、全体事業費が前回評価と比較して約３６億円増加。

・また変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工の実施により、事業期間が前回評価と比
較して４年延伸。

・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業管理に努めていきます。

供用済
事業中

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至旭川

士別剣淵IC

至稚内

名寄IC

① 軟弱地盤対策工の変更

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

② コスト縮減（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの集約）



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①軟弱地盤対策工の変更（約３６．１億円増）

14

・当初地質調査において自然含水比Wn=30～70％のシルト質土層を主とした平均厚さ3.0mの軟弱土
層の分布を確認し、盛土安定対策として載荷重工法（緩速施工）を計画。

・農地取得後の地質調査において最大で自然含水比Wn=400％程度の脆弱な腐植土を含む軟弱土層
が最大厚さ5.8ｍでの分布を確認し、盛土安定対策として余盛厚の増加及び地盤改良（固結工
法）を計画。

2.事業の必要性等

●［当初工法］
載荷重工法（緩速施工）

軟弱層厚
3.0m

軟弱地盤（含水比30～70％）

最大余盛厚
30cm

●［変更工法］
地盤改良工（載荷重工法併用）

軟弱地盤（含水比350～400％）

最大余盛厚
100cm

軟弱層厚
最大5.8m

【地盤改良】
改良幅 Ｂ＝7.5m～15.5m
改良深度Ｄ＝3.8m～ 5.8m

すべり安定性を確保するため
地盤改良を追加

想定より脆弱な
軟弱土層が厚く分布

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至旭川

士別剣淵IC

至稚内

名寄IC

① 軟弱地盤対策工の変更
L=２，０１０ｍ

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

・当初は、交差道路ボックスと農業排水路ボックスをそれぞれ計画。
・関係機関協議の結果、交差道路と農業排水路の集約に同意を得られたことから、構造物を集約

しコスト縮減。

②コスト縮減 ボックスカルバートの集約（約０．１億円減）

15

2.事業の必要性等

5.0m

5.8m

4
.
8
m

農業排水路

横断図

平面図

横断図

変更排水路（道路ボック
スカルバートへ集約）

当初排水路（ボックスカ
ルバート2.1×2.0×30）

交差道路 交差道路
＋

農業排水路

5.0m

5.8m

4
.
8
m 5.0m

7.4m

2.1m

2
.
0
m

6
.
5
m 4
.
5
m

2.1m

2
.0
m

4
.
5
m

平面図

変更道路（ボックスカル
バート7.4×6.5×14）

置換工
置換工

置換工

当初道路

（ボックスカルバート
5.8×4.8×14）



（3）事業の投資効果（費用便益分析 -事業全体- ）

基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）４４８億円 ８７億円 ２２億円 ５５７億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

１．１ ４．２％
４４３億円 ８８億円 ５３１億円

全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

３７３億円 ４，１００ 令和３年度

費用便益分析

感度分析

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ４，１００ ±１０％ ０．９～１．２

事業費 ３４７億円 ±１０％ １．０４～１．１

事業期間 ２３年 ±２０％ １．０１～１．１
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2.事業の必要性等



（3）事業の投資効果（費用便益分析 –残事業- ）

基本条件

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

便益(B)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（B/C）

経済的

内部収益率

（EIRR）４４８億円 ８７億円 ２２億円 ５５７億円

費用(C)
事業費 維持管理費 総費用

３．８ ２６．９％
５８億円 ８８億円 １４６億円

全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

３７３億円 ４，１００ 令和３年度

費用便益分析

感度分析

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比 （B/C）

交通量 ４，１００ ±１０％ ３．４～４．３

事業費 ６５億円 ±１０％ ３．７～４．０

事業期間 ５年 ±２０％ ３．８～３．９
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2.事業の必要性等



（3）事業の投資効果 （費用便益分析 前回評価との比較 ）

2.事業の必要性等

※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

Ｈ２９再評価時点 Ｒ３再評価時点
備考

（前回評価からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝２４．０ｋｍ Ｌ＝２４．０ｋｍ

計画交通量 ３，６００台/日 ４，１００台/日
・将来交通需要推計の見直し

H29再評価時：H17全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）
R03再評価時：H22全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）

総事業費 約３３７億円 約３７３億円 ・軟弱地盤対策工の見直しによる増

総費用
Ｃ

約４２７億円
（基準年Ｈ２９）

約５３１億円
（基準年Ｒ３）

・基準年の変更による増
・軟弱地盤対策工の見直しによる増
・維持管理費単価の増

総便益
Ｂ

約４７０億円
（基準年Ｈ２９）

約５５７億円
（基準年Ｒ３）

・基準年の変更による増
・計画交通量の増
・将来交通需要伸び率の見直しによる増（H17ベース→H22ベース）

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．１ １．１ ・費用の増に伴う便益額の減

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。

18

※計画交通量は、R12将来交通量の推計値



・当該事業は、平成１５年度に事業化、平成１９年度に工事着手。
・用地進捗率９１％ （ ９６ ％） 、事業進捗率８３ ％ （ ７５ ％）
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

19

3.事業進捗の見込み

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和３年度
北海道における事業計画（Ｒ３年４月）ベース

※用地進捗率は面積ベース
（ ）内は用地補償費投入ベース
（令和３年３月末時点）

※事業進捗率の（ ）内は事業費変更後の進捗率
（令和３年３月末時点）
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4.関係する地方公共団体等の意見

期成会等名称 会長等
主な構成

メンバー
要望内容

北海道開発幹線自

動車道道北建設促

進期成会

士別市長

士別市、旭川市、稚内市、名寄市、留

萌市、富良野市、紋別市、鷹栖町、比

布町、和寒町、剣淵町の首長、上川町

村会会長、宗谷町村会会長、留萌町

村会会長、士別市議会議長及び士別

商工会議所会頭

産業経済の活性化、観光振興などに必要不可欠なほか、高次医療機関に乏し
い道北地域においては、第二次・三次医療機関への救急搬送など救急医療や
防災など安全・安心な暮らし実現のために必要不可欠な区間である北海道縦貫
自動車道 士別剣淵～名寄間の早期完成を要望

高速自動車国道旭

川名寄間建設促進

期成会

士別市長

士別市、名寄市、下川町、比布町、和

寒町、剣淵町、美深町、音威子府村及

び中川町の首長並びに議会議長

北海道上川地方総

合開発期成会
旭川市長

旭川市、士別市、名寄市、富良野市、

中富良野町、鷹栖町、美瑛町、下川町、

中川町、当麻町、上富良野町、音威子

府村、東川町、東神楽町、愛別町、南

富良野町、和寒町、美深町、比布町、

上川町、占冠村、剣淵町、幌加内町の

首長及び議会議長、上川町村会長及

び上川町村議会議長

広大な面積を有する本道の物流効率化、広域観光そして地域間の均衡ある経

済の発展と緊急医療、通院通学等生活領域の拡大を図る上で必要不可欠な社

会資本として、高規格幹線道路網の整備が重要課題であり、北海道縦貫自動車

道 士別剣淵～名寄間の整備促進を要望

旭川市 旭川市長 旭川市

他地域生活経済圏との連携強化を図り、拠点機能を高め、個性的な道北地域の

実現を目指す観点から、都市間交通網の形成のため、北海道縦貫自動車道

士別剣淵～名寄間の整備促進を要望

道北商工会議所連

合会

道北商工会

議所連合会

会頭

道北商工会議所連合会

旭川、稚内、滝川、留萌、深川、名寄、

砂川、富良野、士別、芦別、上砂川、

歌志内、赤平の各商工会議所の会頭

道内の他圏域との移動に多大な時間を要する当該地域にとって、地域の競争力、
成長力を決定付ける重要な要素となり、更なる物流の効率化・地域産業の活性
化・観光需要の促進につながる北海道縦貫自動車道 士別剣淵～名寄間の整
備促進を要望
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4.関係する地方公共団体等の意見
◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

「北海道縦貫自動車道士別剣淵～名寄」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。

当該事業は、高規格道路網の構築による道央圏と道北圏の連絡強化により、地域間交流の活性化や高次医療施設へのアクセスの
向上が図られるなど、経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、早期供用を図るようお
願いいたします。
なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層、徹底したコスト縮減を図り、これ
まで以上に効率的・効果的な執行に努めるようお願いいたします。



（※）は、供用後５０年間の便益額として試算した参考値

・北海道縦貫自動車道 士別剣淵～名寄は、高速ネットワークの拡充により、道北圏と道央圏の連絡機能
の強化を図り、地域間交流の活性化及び、物流効率化等の支援などに寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため、事業継続を原案
と致します。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

項目 細目
内容

事業全体 残事業

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

３便益によるＢ／Ｃ
・走行時間短縮 ・走行経費減少
・交通事故減少

Ｂ／Ｃ＝１．１ Ｂ／Ｃ＝３．８

地域の特殊性を
考慮した便益の検
討

救急医療の改善効果 Ｂ＝７９億円（※） Ｂ＝７９億円（※）

余裕時間の短縮による効果 Ｂ＝１９億円（※） Ｂ＝１９億円（※）

夏期観光時期の混雑緩和 Ｂ＝４．０億円（※） Ｂ＝４．０億円（※）

CO2排出削減による効果 Ｂ＝１．２億円（※） Ｂ＝１．２億円（※）

便益試算値を考慮したＢ／Ｃ Ｂ／Ｃ＝１．２（※） Ｂ／Ｃ＝４．５（※）

事業の整備効果

活力

物流の利便性向上

＜水産品の流通利便性向上＞
・速達性、定時性確保による流通利便性や労働時間管理の観点から当該道路の整備が期待され
る。

＜農産品の流通利便性向上＞
速達性、定時性確保による流通利便性や生産力向上の観点から当該道路の整備が期待される。

観光地への利便性向上 当該道路の整備によって高速ネットワークの連続性が高まり、広域観光の活性化が期待される。

暮らし 救急搬送の安定性向上 ・搬送時間短縮、安定走行による患者負担軽減の観点から当該道路の整備が期待される。

安全 道路交通の安全性向上
・大型車等の広域交通と生活交通の分担が図られることで交通事故が減少し、道路交通の安全性
向上が期待される。

環境 CO2排出量の削減 ・自動車からのCO2排出量２，３８３（t-CO2/年）の削減が期待される。

事業進捗の見込み 事業の進捗状況 ・令和３年３月末時点で、用地進捗率９１％、事業進捗率８３％
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5.対応方針（案）


